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２２Ｈ ○○ ○○  ○○ ○○  ○○ ○○  ○○ ○○ ■現状（課題の背景） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

県内の農業経営件数が減少している。             外国人居住者数が増加している。 

    

               外国人居住者が農業で働くことで農業の人手不足解消 
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＜外国人のメリット＞ 

 外国人居住者が農業に携わることで、地域との繋がりができ、言語習得にも繋がる。 

 外国人居住者が慣れ親しんだ農作物を扱うことができる。 

 

 

 ■効果 

農業従事者の減少を防ぐことができる。 

 

■解決策 

外国人居住者に農業に携わってもらう 

■課題 

農業の人口減少を防ぐには 

■効果 

農業従事者の減少を防ぐことができる。 

■具体的内容 

①外国居住者と農家との中継ぎをする組織を設置し、より外国人を起用できる環境を作る。 

 

②日本にも外国人にも双方ともにメリットがあることを伝える。 
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■出典 

①出典：「石川統計指標ランド」http://toukei.pref.ishikawa.jp/search/detail.asp?d_id=3119 

②「在住外国人施策に関する指針」http://www.pref.ishikawa.lg.jp/kokusai/tabunka/shishin/documents/zenbun.pdf 

日本に在中する外国人労働者の出身国

はアジアが多い。これらの国々は日本

と気候が似ているため、農作物などが

似ている。

言葉が通じない外国人が多いことが分かる。    
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